
　太陽へのみち、飛騨・木曽路（１）
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畿内七道とは
日本列島は実はひとつの地層ではなく、

２億５０００万年前から堆積した

陸や海の地層が北や南、西や東から

集まりかさなりあって出来ている。

１３００年前大和政権が律令国家となり、

その日本の成り立ちにそって

各地方を区分したのが畿内七道だった。
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（左）禅昌寺　写真提供：禅昌寺　　（右）大達磨像・山水対軸　雪舟筆　所蔵・写真提供：禅昌寺　

金山巨石群　写真提供：金山巨石群調査資料室
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この季節のご案内は特にございません。

この季節のご案内は特にございません。

下呂市にある龍澤山禅昌寺は恵心僧都に繋がると

もいう円通寺が前身。また中国宋朝様式の伽藍を配

す。雪舟の傑作「八方にらみ達磨」を所蔵。京の公

家に愛され「姫宗和」と呼ばれた金森宗和作庭の日

本庭園「萬歳洞」が佇む。巨石を配して山に見立て、

その間を縫い流れる水が心字池へ注ぐ。宗和は、飛

騨高山の町を整備した金森家の嫡子。
禅昌寺
岐阜県下呂市荻原町中呂1089
TEL：0576-52-1353
（開）8:30-16:00
（休）不定休　（料）大人300円

金山巨石群は「岩屋岩蔭遺跡巨石群」「東の山巨石群」

「線刻石のある巨石群」からなる。推定2500年以上前。同

じような観測方法で太陽運行をとらえ、各節目の時期を

知るための観測台の役割を持つ。唯一記号表現を持つ

「線刻石のある巨石群」。夏至の頃の太陽軌跡の方位と

高度が2本の線刻に刻される。周辺には8000年前からの

住居跡や土器等が多数出土する。

　　　

岐阜県下呂市金山町金山2974-16　GALLERY　OOFUKU内

TEL：0576-34-0073

金山巨石群調査資料室

北半球では古代より、１年の始まりは日照時間が一番少ない冬至とする。海底から隆起する列島の夜明けは、２億５千万年前の北アルプスの登場から。
日本の屋根に沿う飛騨路・木曽路には、太古・古代の記憶を伝える遺跡・神話が残る。数を見極め、時を測る匠の技が景観・情景をまた造る。

旅鶴倶楽部　責任編集「旅鶴プラン３００」
スタイルカフェ・ドット・ネット　
〒541-0053大阪市中央区本町2-5-7　大阪丸紅ビル１F　TEL:06-6264-7140

今回ご紹介する文化施設の催事につきましては、
東日本大震災の影響で一部に変更する可能性もございます。
最新の情報は、右のサイトでご確認を ！

つながりあう日本三十六景畿内七道の
文化施設をご紹介

平安貴族が夢見た
安寧の景観
比叡山麓の田園広がる小さな盆地、大原は古よ

り都の貴人たちが極楽往生を求めた隠棲の里。

三千院は、代々親王が住職をつとめた門跡寺院

。境内に敷き詰めた毛氈の様な青苔と、四季折

々の風情が生滅滅己、寂滅為楽の境地へ誘う。

戦国武将の子にして茶人、金森宗和による2つ

の庭は、「姫宗和」の茶風に違わず柔らかき優

美さに限りなし。

三千院門跡

京都市左京区大原来迎院540　

TEL:075-744-2531

この季節催事情報特にございません。
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写真提供：岐阜県白川村役場

白川郷 荻町合掌つくり集落
岐阜県大野郡白川村荻町2495-3
白川郷観光協会 ☎05769-6-1013（9:00～17:00）

世界遺産白川郷 合掌造り集落冬のライトアップ
土曜：1/21、1/28、2/4、2/11、2/18
日曜：2/5、2/12
＊照明時間：17:30～ 19:30
＊マイクロバス以外のご見学は完全予約制
日本有数の豪雪地帯・白川郷。雪に包まれ
た白川郷の合掌集落はその美しさと力強さで
見るものを圧倒。
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黒織部茶器
所蔵・写真提供：

土岐市美濃陶磁歴史館

土岐市美濃陶磁
歴史館
岐阜県土岐市泉町久尻1263    
☎0572-55-1245　

企画展「美濃焼のはなし」
開催中～平成24年2月19日（日） 

1300年の永きにわたり続いてきた美濃焼の歴
史を振り返り、文化財を通じ各時代の特徴を
紹介。そこには時代の需要に呼応し、たくまし
く生き抜いてきた美濃焼の姿が現れる。

東山道

　花洛名勝図会
所蔵：京都市歴史資料館

大津市歴史博物館
滋賀県大津市御陵町2-2　
☎077-521-2100

第58回企画展
「車石（くるまいし）－江戸時代の街道整備－」
平成24年3月3日（土）～ 4月15（日）

江戸時代後期、東海道大津－京都間に敷設
された「車石」。本展では「車石普請絵図」を
中心に工事の実態に迫り、街道整備の全体像
の紹介から改めて大津宿の重要性を見直す。


